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（令和 7 年 12 月変更） 

    豊明市 経済建設部 土木課 
 
 
 
 
 

三ツ池高架橋 



1 長寿命化修繕計画の目的                     

(1) 背景 

豊明市の橋梁は、高度経済成長期以降において整備され、今後、老朽化が進行すると予

想されている。こうした状況の下、今までのような事後的な修繕および架替えでは更新コ

ストが増大し、市の財政状況が厳しくなり社会資本関連の予算が削減されつつある昨今の

状況では、適切な維持管理の継続に振り分ける予算の確保が困難となる可能性がある。 

(2) 目的 

上記の背景のもと、今後急速に増大する老朽化した橋梁の維持管理に対応するため、従

来型の事後的な修繕・架替えから予防的な修繕・計画的な架替えへと円滑な政策転換を図

る必要がある。 
このため、橋梁の長寿命化及び橋梁の修繕・架替えにかかるコストの縮減を図りつつ、

地域の道路網の安全性・信頼性を確保することを目的とした。 
 
（3）計画期間 
本計画の期間は令和 5 年度～令和 14 年度の 10 年間とする。 
橋梁の点検は、道路法施行規則に基づき 5 年に 1 回実施する。 



 

2 長寿命化修繕計画の対象橋梁と老朽化の状況等               

 （１）計画対象橋梁 

計画策定橋梁 98 橋は以下のとおりである。 

また、大気環境別の橋梁割合は、平野地帯が 100％となっている。 

 

 

 

橋種 橋梁数 総橋⻑
PC橋 38橋 911.2m
RC橋 28橋 142.4m
鋼橋 11橋 250.4m
溝橋 21橋 70.4m
計 98橋 1374.4m

 

 

 

  

 
（2）橋梁の老朽化の状況及び修繕の状況 
直近 5 年間の点検結果を下表に示す。 

表-2.2 直近 5年間の点検結果 

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
48 49% 48 49% 2 2% 0 0%

健全度
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

 

 

図-2.2 大気環境別の橋梁割合 図-2.1 橋種別の橋梁割合 

表-2.1 橋種別の橋梁数・総橋長 

平 野 地 帯 

100％ 



 

 
 

(3)対象の優先順位の考え方、目標 

定期点検の結果を踏まえて、対策が必要と判断された損傷に対して、限られた予算で維持

修繕を行う。健全度Ⅲ以下の健全度の低い橋梁より、修繕を実施する。橋梁の重要度は以

下に示す。 

          表-2.3 重要度を判定するための指標 

要素

部材

路線条件

橋下条件
①部材の落下等により大きな被害となる跨線橋。
②通路や広場等、人が行き交う橋梁。

①大きな荷重を受ける重要部材である。
②大型車の通行が大きい幹線道路（大きな荷重を繰り返し受け、
　損傷が大きい）の橋梁である。
③水が常に伝い水となる重要部材である。
④塗装の劣化が早い主桁および橋梁端部の部材である。
⑤舗装と床版の間に水が溜まり、土砂化の恐れがある（舗装の
　変状を見て判断する）。

構造

指標

主桁端部
支承
床版
横桁

塗膜部材

①幹線道路であり、常に大型車の荷重を受ける。
②通学路に指定されている。
③バス路線に指定されている。

 

 

修繕の時期に関しては、表-2.3 重要度を判定するための指標を基準とし、判定区分Ⅲ

を優先的に修繕する。 

橋梁定期点検の２巡目の結果より判定区分Ⅲ以下は、2 橋である。判定区分Ⅱ 予防保全

段階の中で表-2.3 の要素に該当する項目において、定期点検の結果およびライフサイクル

コストによる経費縮減を図ることより検討し、必要と認められた橋梁については、5年以内

に修繕を実施する。その都度、橋梁年次計画を更新し、ＨＰに公開する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

3 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 
(1) 健全度の把握に関する基本的方針 

健全度の把握については、橋梁の架設年度・構造や立地条件等を十分に考慮して点検計

画を立て、5年に 1 回の定期点検を実施する。定期点検においては、愛知県の「橋梁定期点

検要領」に基づいて実施し、橋梁の損傷を早期に把握するよう心掛ける。 

橋梁定期点検要領では道路橋の健全性の診断の一連として、道路橋の状態の把握と次回

定期点検までの間の措置の必要性について総合的な診断を行い、４つの区分で表-3.1 に示

すように判定している。 

損傷が発見された橋梁については市職員が現地を確認し、道路の安全管理に万全を期す。

また、日頃から維持管理の技術向上に努める。 

 

表-3.1 判定区分 

状態

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観
点から措置を講ずることが望かしい状態。

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区分

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3.2専門業者による点検写真-3.1 職員による点検 



 

4 新技術の活用方針及び短期的な数値目標 
（１）新技術等の活用方針 

 新技術の活用について、法定点検や補修・修繕において費用対効果(コスト縮減の実績が

確立された技術)のある技術については、積極的に活用する。実施に当たっては、新技術情

報システム（ＮＥＴＩＳ）や点検支援技術性能カタログ（案）を参考にし、事業の効率化

および費用の縮減を図っていく。 

下記に活用フローチャートを示す。 

  

 

実施

スタート

補修内容の確認
・ひび割れ
・断面補修

・塗装の塗替え
・その他

点検項目の確認
・近接目視
・打音検査

・非破壊検査
その他

従来点検方法の確
認

従来工法の確認

点検支援技術性能
カタログの確認

NETISの確認

新技術の検討
・経済性
・施工性
・実績

状況把握

橋梁点検 補修設計

 

 （２）新技術等の活用に関する短期的な数値目標 

 

予防保全段階の橋梁について、表-2.3 の要素に該当する橋梁については、従来工法を確

認し、新技術情報システム（ＮＥＴＩＳ）の費用対効果(コスト縮減の実績が確立された技

術)のある技術を活用し、計画期間内の 10 年間で約 100 万円のコスト縮減を目指す。 

 定期点検において橋梁点検車（BT-400）を活用する境川側道橋においては、新技術を活

用し、約 20 万円のコスト縮減を目指す。 

 

 

 



 

5 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的、具体的な方針  

（1）費用の縮減に関する基本的な方針 

日常の道路パトロールの中で清掃等を実施し、橋梁定期点検の中で損傷の度合いおよび対

策の必要性を定めるとともに、従来の事後的な修繕から予防的な修繕等の実施へ移行し、

コストが掛かる架替えを極力なくすことにより、橋梁の長寿命化を目指す。また、長寿命

化を適切に計画することにより、修繕・架替えに係る事業費の大規模化および高コスト化

を回避し、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1 ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）と劣化予測の関連イメージ 

 

 

(2)集約化・撤去 

 集約化・撤去については、計画期間内に市内に現存する橋梁に関して６橋を対象に集約

化・撤去を検討し、維持管理費用について約 200 万円の縮減を目指す。 

 

6 計画策定担当部署  
計画策定担当部署 

豊明市 経済建設部 土木課 TEL:0562-92-1116 

 

修繕種別 工法（例） 実施サイクル 

予防的な修繕 塗装塗替え（ふっ素）＋3 種ケレン A 19 年毎 

事後的な修繕 塗装塗替え（ふっ素）＋1 種ケレン＋当て板補修 34 年毎 

 
健全度 コスト 

事後的 
な修繕 

予防的 
な修繕 

19 34 38 19 34 38 

予防的な修繕 
によるシナリオ 

事後的な修繕 
によるシナリオ 

 劣化の状況   ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）  

予防的な修繕によるシナリオを

選択することにより、ライフサイ

クルコストの縮減が可能 

予防的 
な修繕 

経年 経年 

ライフサイクルコスト縮減効果 



【橋梁年次計画(R7.12時点)】

豊明市役所 土木課

対策内容 備考

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

健全性区分 Ｒ6 Ｒ7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 Ｒ6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

1 梶田橋 豊明市道 大脇大根線 栄町梶田 1981 44 17.7 11.2 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 1,100.0
2 新正⼾橋 豊明市道 栄279号 栄町神田 2000 25 39.4 9.2 PC橋 2022 Ⅰ ○ ○ 1,100.0
3 若王子３号橋 豊明市道 切山台８号 沓掛町井ノ上 1970 55 18.0 4.8 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 断面補修,防護柵補修,伸縮装置補修 2019.11 Ⅱ 5,420.0
4 郷中橋 豊明市道 栄２５８号 栄町念仏塚 1982 43 19.9 7.3 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 1,100.0
5 正⼾川１号橋 豊明市道 阿野７６号 阿野町新切 1984 41 18.7 5.2 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 1,100.0
6 万場橋 豊明市道 沓掛南２２号 沓掛町万場 1979 46 18.1 4.8 鋼橋 2024 Ⅱ ○ ○ 断面補修 2019.11 Ⅱ 5,420.0
7 前後高架橋 豊明市道 桜ヶ丘沓掛線 栄町姥子 1998 27 264.7 8.1 PC橋 2022 Ⅱ ○ ○ 4,698.0
8 茶屋浦跨線橋 豊明市道 栄259号 阿野町茶屋浦 1978 47 24.6 7.5 鋼橋 2022 Ⅱ ○ ○ 支承・断面補修 2017.11 Ⅱ 6,621.0
9 新左山跨道橋 豊明市道 桜ヶ丘沓掛線 栄町新左山 2001 24 37.9 16.9 鋼橋 2021 Ⅰ ○ ○ 936.0
10 大代上橋 豊明市道 前後南３４号 栄町姥子 1997 28 14.6 9.1 PC橋 2021 Ⅰ ○ ○ 936.0
11 大代下橋 豊明市道 前後南３５号 阿野町大代 1997 28 16.3 9.1 PC橋 2021 Ⅰ ○ ○ 936.0
12 泉橋 豊明市道 沓掛南６６号 沓掛町泉 1990 35 18.6 8.6 PC橋 2021 Ⅰ ○ ○ 936.0
13 坂畑橋 豊明市道 大代姥子線 阿野町坂畑 1998 27 29.2 12.8 PC橋 2022 Ⅱ 〇 〇 936.0
14 三ツ池高架橋 豊明市道 桜ヶ丘沓掛線 栄町三ツ池下 2004 21 184.0 16.9 PC橋 2022 Ⅱ ○ ○ 断面補修 2017.11 Ⅱ 8,712.0
15 若王子１号橋 豊明市道 沓掛北３３号 沓掛町池ノ内 不明 12.2 7.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
16 若王子２号橋 豊明市道 沓掛北３７号 沓掛町古池 1970 55 14.4 4.6 鋼橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
17 井堰川１号橋 豊明市道 沓掛北１３４号 沓掛町徳田池下 不明 9.3 4.5 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
18 井堰川２号橋 豊明市道 沓掛北１３７号 沓掛町徳田池下 不明 8.2 9.5 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
19 井堰川３号橋 豊明市道 沓掛北１３８号 沓掛町徳田池下 不明 8.2 4.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
20 東本郷１号橋 豊明市道 沓掛北１４５号 沓掛町城塚 不明 3.3 5.0 RC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
21 東本郷２号橋 豊明市道 沓掛北１５４号 沓掛町東本郷 不明 3.3 5.0 RC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
22 井堰川５号橋 豊明市道 沓掛北１８４号 沓掛町東門 不明 9.7 4.8 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
23 井堰川４号橋 豊明市道 沓掛北１８８号 沓掛町東門 不明 9.8 5.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
24 井堰川６号橋 豊明市道 沓掛北２０２号 沓掛町志水 不明 9.8 4.5 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
25 井堰川８号橋 豊明市道 沓掛南９０号 沓掛町広坪 不明 10.0 5.5 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
26 観音小橋 豊明市道 沓掛南９４号 沓掛町小所 1998 27 9.2 4.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
27 二村橋 豊明市道 大久伝８号 大久伝町南 1963 62 4.1 3.6 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
28 榎橋 豊明市道 大久伝８号 大久伝町南 1927 98 3.6 3.7 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
29 南１号橋 豊明市道 大久伝８号 大久伝町南 1927 98 4.5 3.6 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 断面補修 2019.11 Ⅱ 412.9
30 三合橋 豊明市道 舘敷田線 新栄町一丁目 1965 60 7.1 7.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
31 桜橋 豊明市道 善江大原線 前後町三ツ谷 1968 57 6.8 8.7 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
32 落合橋 豊明市道 登り舘線 前後町五軒屋 1965 60 4.8 8.3 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
33 稲葉橋 豊明市道 惣作違井線 阿野町新切 1985 40 12.9 6.5 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
34 違井線 豊明市道 惣作違井線 阿野町違井 不明 8.6 6.0 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
35 藤手橋 豊明市道 笹原元屋敷線 阿野町井ノ花 1933 92 6.9 5.6 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
36 藤手橋(側道橋) 豊明市道 笹原元屋敷線 阿野町井ノ花 1933 92 8.0 1.8 鋼橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
37 鹿追橋 豊明市道 純堀荒巻線 間米町純堀 1972 53 5.6 15.5 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
38 八ツ屋橋 豊明市道 二村台６９号 間米町純堀 1971 54 6.3 4.6 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
39 沓掛橋 豊明市道 沓掛北１２０号 沓掛町志水 不明 10.1 8.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
40 沓掛橋(左側道橋) 豊明市道 沓掛北１２０号 沓掛町志水 1983 42 10.1 2.3 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
41 沓掛橋(右側道橋) 豊明市道 沓掛北１２０号 沓掛町志水 1983 42 10.1 2.3 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
42 鎌ヶ須１号橋 豊明市道 三崎３３号 前後町鎌ヶ須 1957 68 3.3 4.1 RC橋 2023 Ⅱ ○ 412.9
43 鎌ヶ須２号橋 豊明市道 三崎３３号 前後町鎌ヶ須 1957 68 3.0 9.1 RC橋 2023 Ⅱ ○ 412.9
44 ゆたか橋 豊明市道 三崎３３号 前後町鎌ヶ須 1961 64 6.3 5.5 RC橋 2023 Ⅱ ○ 412.9
45 ⿊部橋 豊明市道 三崎５２号 阿野町藤手 不明 7.4 4.9 RC橋 2023 Ⅱ ○ 412.9
46 新⿊部橋 豊明市道 阿野３７号 前後町鎌ヶ須 1966 59 6.5 5.0 RC橋 2023 Ⅱ ○ 412.9
47 惣作４号橋 豊明市道 阿野３５号 阿野町惣作 不明 1.9 5.0 RC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
48 惣作５号橋 豊明市道 阿野３５号 阿野町惣作 不明 3.6 4.0 RC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
49 平胡橋 豊明市道 沓掛南２号 沓掛町新道 1953 72 12.0 4.2 RC橋 2024 Ⅱ ○ ○   412.9
50 小所橋 豊明市道 沓掛南１０２号 沓掛町小所 1991 34 9.2 2.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
51 螺貝橋 豊明市道 栄８１号 前後町螺貝 不明 3.2 2.6 鋼橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
52 五軒屋橋 豊明市道 栄１２４号 前後町五軒屋 1975 50 10.5 8.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
53 新落合橋 豊明市道 栄１３９号 新栄七丁目 1975 50 10.5 8.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 断面補修 2020.9 I 412.9
54 新桜橋 豊明市道 栄１５６号 前後町大代 1968 57 9.5 6.0 鋼橋 2024 Ⅰ 〇 〇 断面補修・塗装塗替 2020.3 Ⅰ 22,300.0
55 舟田橋 豊明市道 栄２７４号 栄町舟田 1967 58 5.5 9.3 鋼橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
56 宮前橋 豊明市道 前後２３号 前後町五軒屋 不明 4.0 4.5 RC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
57 岩金橋 豊明市道 沓掛北２３号 沓掛町池ノ内 1966 59 4.6 6.0 RC橋 2023 Ⅱ 〇 412.9
58 井堰川１１号橋 豊明市道 沓掛北２５９号 沓掛町東門 不明 9.7 17.5 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
59 東本郷４号橋 豊明市道 沓掛北２６４号 沓掛町東本郷 不明 4.3 3.5 RC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
60 観音橋 豊明市道 阿野沓掛線 沓掛町小所 1996 29 12.6 19.2 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
61 徳田橋 豊明市道 沓掛北２６９号 沓掛町徳田池下 1954 71 6.5 4.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
62 井堰川１２号橋 豊明市道 沓掛北２６９号 沓掛町徳田池下 不明 8.2 5.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
63 井堰川１３号橋 豊明市道 桜ヶ丘沓掛線 沓掛町東門 不明 8.3 19.4 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
64 山新田小橋 豊明市道 沓掛北２８０号 沓掛町山新田 1990 35 11.8 4.5 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
65 若王子川橋 豊明市道 沓掛北２８２号 沓掛町新道 1961 64 12.7 7.0 RCT桁橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
66 若王子川橋(左側道橋) 豊明市道 沓掛北２８２号 沓掛町新道 1961 64 12.7 2.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
67 姥子橋 豊明市道 前後南５号 前後町大代 1998 27 13.6 6.0 PC橋 2024 Ⅰ ○ ○ 412.9
68 つるね橋 豊明市道 前後南２３号 栄町坂畑 1998 27 13.5 6.0 PC橋 2024 Ⅱ ○ ○ 412.9
69 下高根２号橋 豊明市道 阿野沓掛線 豊明市沓掛町 不明 2.5 5.7 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
70 垣ノ内橋 豊明市道 沓掛北１８５号 豊明市沓掛町 不明 2.3 5.7 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
71 若王子４号橋 豊明市道 沓掛北３号 豊明市沓掛町 不明 3.7 4.2 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
72 下高根１号橋 豊明市道 沓掛北２０号 豊明市沓掛町 不明 2.9 6.2 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
73 中１号橋 豊明市道 大久伝５号 豊明市大久伝町 不明 2.0 8.2 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
74 中２号橋 豊明市道 大久伝６号 豊明市大久伝町 不明 2.0 4.8 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
75 大原橋 豊明市道 栄２００号 豊明市栄町 不明 2.0 3.5 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
76 下原橋 豊明市道 栄２４１号 豊明市栄町 不明 4.2 5.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
77 菜渉橋 豊明市道 栄２４６号 豊明市栄町 不明 4.6 3.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
78 山の田１号橋 豊明市道 栄２５０号 豊明市栄町 不明 5.8 3.9 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
79 山の田２号橋 豊明市道 栄２５１号 豊明市栄町 不明 6.7 5.0 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
80 小松林１号橋 豊明市道 栄２８１号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
81 小松林２号橋 豊明市道 栄２８２号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
82 小松林３号橋 豊明市道 栄２８３号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
83 小松林４号橋 豊明市道 栄２８４号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
84 舟田１号橋 豊明市道 栄２８５号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
85 舟田２号橋 豊明市道 栄２８６号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
86 舟田３号橋 豊明市道 栄２８７号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5
87 舟田４号橋 豊明市道 栄２８８号 豊明市栄町 不明 2.1 4.6 BOX橋 2023 Ⅰ ○ 316.5

88 境橋 豊明市道 阿野３６号 豊明市阿野町 1994 31 56.4 9.8 鋼橋 2020 Ⅱ 〇 〇 〇
(工事)

〇
(工事)

塗装塗替 158,871.9

89 境川側道橋 豊明市道 阿野８５号 豊明市阿野町 2003 22 47.3 10 鋼橋 2020 Ⅱ 〇 〇 〇
(設計)

〇
(工事)

塗装塗替 24,066.9

90 前後駅北側１号橋 豊明市道 前後５４号 豊明市阿野町 1988 37 8.0 15.5 RC橋 2023 Ⅲ ○ 〇
(工事)

断面補修 1,000.0

91 前後駅北側２号橋 豊明市道 前後５４号 豊明市阿野町 1988 37 8.0 15.9 RC橋 2023 Ⅲ ○ 〇
(工事)

断面補修 1,000.0

92 前後歩道橋 豊明市道 前後歩道1号 前後町鎗ヶ名 1995 30 25.5 1.5 鋼橋 2024 Ⅱ ○ ○ 0.0

93 寺池1号橋 豊明市道 沓掛北２１３号 豊明市沓掛町 不明 2.2 2.9 BOX橋 2018 Ⅰ 集約化撤去

94 島川橋 豊明市道 鎗ヶ名純堀線 間米町島川 不明 6.0 5 RC橋 2023 Ⅱ 集約化撤去予定

95 廻渡１号橋 豊明市道 間米６１号 間米町廻渡 不明 3.0 4.0 RC橋 2019 Ⅱ 集約化撤去予定

96 廻渡２号橋 豊明市道 間米６３号 間米町廻渡 不明 3.0 4.0 RC橋 2019 Ⅱ 集約化撤去予定

97 廻渡３号橋 豊明市道 間米６５号 間米町廻渡 不明 3.0 4.0 RC橋 2019 Ⅱ 断面補修 2019.11 Ⅱ 集約化撤去予定

98 廻渡４号橋 豊明市道 間米６６号 間米町廻渡 不明 3.0 4.0 RC橋 2019 Ⅱ 集約化撤去予定

優先度判定

点検の結果、対策が必要と判断された損傷に対して、限られた予算で維持補修を行うには、優先度を付け工事計画を立案する必要がある。優先度の考え方を以下に示す。

・主要部材の損傷：主桁、床版等の主部材の損傷が著しい橋梁の修繕を優先 ・塗装系：劣化が早い塗装系の橋梁を優先 ・適用示方書：旧い基準が適用されている橋梁の修繕を優先

・主桁の端部：劣化が早い主桁の端部の修繕を優先 ・交通量：利用殿高い橋梁の修繕を優先 

・大型車交通量：大型交通量が多く、床版の疲労劣化の著しい橋梁の修繕を優先 

・重要路線に位置する橋梁を優先

点検
実施
年度
(⻄暦)

点検結果

点検要領
(H26.9)

供用
年度(⻄暦)

供用後経過
年数

橋⻑ (ｍ)
幅員
(ｍ)

橋梁の
種類

番号 道路橋名 道路種別 路線名 所在地

点検計画 修繕計画

再判定
実施年月日

再判定
区分

対策費用  （千
円）

措置記録


